
島根大学地質学研究報告　10．1～9ページ（19917月）

GeoL　RepしShimane　Univ．，10．p．1～9　（1991）

和歌山市東方の三波川変成岩類と超苦鉄質岩
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1　は　じ　め　に

　和歌山市東方の三波川変成帯（第1図）は，三波川

帯の中では比較的変成度の高い点紋帯に属し，泥質片

岩，塩基性片岩，珪質片岩等の結晶片岩類と大部分蛇

紋岩化した超苦鉄質岩類が分布する．

　本地域の三波川帯については，兼平（1955），

Nakayama（1958，1959），中山（1960，1983），岩橋

（1960，1962），神山ほか（1964），秋元（1966），原ほ

か（1977）などの研究がある．

　地質構造については，一般に無点紋帯の構造的上位

に点紋帯が存在すると解釈されているが，秋元（1966）

は，点紋帯の上に無点紋帯が重なると考えている（第

1表）．

　従来三波川変成岩類に重点を置いた研究が主流で，

超苦鉄質岩類については，あまり注目されてはいな

かった．近年，Kunugiza（1980，1982），椚座（1984）

により三波川変成帯中の超苦鉄質岩類が2つのタイプ

に分類できることが明らかにされた．それは，三波川

変成作用を受ける前に蛇紋岩化し，その後の累進変成

作用（三波川変成作用）を受けた超苦鉄質岩と，三波

川変成作用を受ける前に蛇紋岩化することがなく温度

低下の記録のみを残している超苦鉄質岩とである．椚

座は，前者をS一タイプ，後者をP一タイプとよび，四

国中央部の白髪岩体，紀伊半島の竜門岩体などは，S一
　　　　　　　　　　　　　　　いわで
タイプと考えた．また，本地域の岩出町地域の超苦鉄

質岩体についてもS一タイプと報告した（椚座，1981）．

　小論では，和歌山市東方の三波川変成帯中の超苦鉄

質岩体の岩石記載をおこなうとともに本地域に分布す

る三波川変成岩と超苦鉄質岩類の地質学的関係を記載

する．

＊島根大学理学部地質学教室

　　　　　　　H．地　　　　　質

　　　　　　　　き　しかわ
　和歌山市東方の貴志川町及び岩出町地域に分布する

三波川変成岩は，中山（1983）の層序区分にしたがう
　いいもり　　　　りゅうもん

と飯盛層と龍門層に対比できる（第1表）．また，龍

門層中には，比較的大規模な超苦鉄質岩体としてA～

Gがある（第1図）．

1）飯盛層

　飯盛層は，本地域では南西部の西山から西山西にか

けて分布し，主に，塩基性片岩からなり，厚さ約50m

の泥質片岩層をはさみ，また，小規模な珪質片岩のレ

ンズまたは薄層を伴う．

　飯盛層の片理面の走向は，西北西一東南東～東北東

一西南西，傾斜は，南部で10～30。南落ちと比較的緩

やかであるのに対し，北部では30～60。北落ちで西北

西一東南東方向の軸を有する背斜構造が見られる（第

1図）．

　塩基性片岩は，径0．5～2．0㎜の曹長石点紋が発達

し，片理は一般に顕著であるが，場所によっては，塊

状を呈することがある．

　泥質片岩は，一般に黒色を呈し，径0．5～1．Ommの曹

長石点紋が発達しており，片理は顕著である．

　珪質片岩は，径0．5～2．0㎜の円形～楕円形の曹長石

点紋が顕著に見られ，片理は顕著である．

2）龍門層

　龍門層は，主に泥質片岩からなり，ほかに塩基性片

岩，珪質片岩，超苦鉄質岩類，塩基性岩類を伴う．

　片理面の走向は，本地域の東半部（下三毛以東）

で，ほぼ西北西一東南東～東一西方向，傾斜は，下三
　　おちゃやごてん　　　　　　　　まるす
毛一御茶屋御殿山山頂南方一北丸栖を境とし，それよ

り北では南に，南では北に傾き，向斜構造が認められ
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第1図　調査地域の地質図
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第2図　調査地域の断面図

　　　　　　　　（凡例は第1図と同じ）

る．この向斜構造は神山ほか（1964）の飯盛向斜の西

方延長に相当する．

　一方，西半部では，走向は北西一南東～東一西で，

傾斜は，多くは北に傾いているが，超苦鉄質岩体Aと

Bとの間に小規模な向斜と背斜が，存在する（第1
図）．

　泥質片岩は，径0．5～2．0㎜の曹長石点紋を含み、色

は一般に黒色で，片理は顕著である．

　塩基性片岩は，泥質片岩中にレンズ状にみられ，最

大のものは，北山付近で見られ，北方に約150mつづ

く．これを含め，比較的大規模なものは調査地域東部

に集中している．

　珪質片岩は，一般に曹長石点紋が発達し，片理が顕

著である．調査地域の北東の北丸栖のものは，層厚が

約60mに達する．

3）超苦鉄質岩体

　大小さまざまな超苦鉄質岩体が，龍門層の泥質片岩

中に見られる．このうち長径100m以トの露出を示す

岩体は、単斜輝岩，角閃岩などの塩基性岩類の小岩体

や岩脈をしばしば岩体内に伴う．

　岩体Aは，これらの岩体の中で最も大ぎく，南北約

200～900mで東西に伸び，東部で南と東に枝分かれす

る．その北西部にかんらん石を多量に含む暗褐色の蛇

紋岩（Loc196，410，418：第4図）が見られ，南東部

では，単斜輝岩の岩脈（Loc　O12）や褐色のホルンブレ

ンドを含む緑れん石角閃岩の小岩体（Loc　O52A，

052B）が見られる．この岩体と泥質片岩との境界部

（Loc　O50，418，423，460）は，勇断された蛇紋岩が泥

質片岩に直接接し，その内側には塊状の蛇紋岩が見ら

れる．境界面は，北北西一南南東～北西一南東の走向

を示し，傾斜は30～50。で，北部で南落ち南部で北落

ちを示す．

　岩体Bは，岩体Aとほぼ平行に東西に伸び，南北約
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第1表層序対比
四国三波川帯　☆ 中山（1960） 神山ほか（1964） 秋元（1966） 中山（1983） 本　論　文

二三縄層卜部 竜　門　層 竜門互層群 C　層 龍　門　層 龍　門　層

飯　盛　層 B　層 ・飯　盛　層 飯　盛　層

三縄層主部緑色片岩層 北　山　層
飯盛緑色

@　片岩層群
渋　田　層 A　層

渋　田　層

三縄層ド部及び小歩危層 靹　淵　層 靹淵互層群 靹　淵　層

☆神山（1964）による

　中山（1983）の靹淵層に相当するもの以外は，すべて点紋帯

100～300m，東西600mで東に向かって狭くなってい

る．この岩体は，ほとんど蛇紋岩からなるが，北西側

の泥質片岩との境界部に白雲母と電気石を含む蛇紋岩

（Loc245）が見られる．その他の境界部は（Loc

430，516），岩体Aと同様に勇断された蛇紋岩が泥質片

岩」と接するのが見られ，境界面は，北北西一南南東～

西北西一東南’東の走向を示し，北部では50～80。の南

傾斜を南部では10～20。の北傾斜を示し，北西一南

東～西北西一東南東方向に湾曲した軸を有する向斜構

造がある．

　器体Cは，東西約100～150m，南北約250mで，蛇紋

岩よりなる．

　君体Dは，北西一南東方向に延長約350m，幅約50

mにわたって分布し，蛇紋岩よりなる．

　岩体Eは，御茶屋御殿山山頂を中心とし，ほぼ楕円

形で蛇紋岩以外の岩石は見られない．

　岩体Fは．北西一南東方向に伸び，幅約100～200m

で南東方向に向かって狭くなっている．この岩体で

は，北西部に単斜輝石を含む蛇紋岩を，南東部に角閃

岩や変はんれい岩を伴う（第4図）．この岩体と泥質

片岩との境界（Loc507）は，勇断された蛇紋岩が，泥

質片岩と接する．

　岩体Gは，東西約150m，南北約150mで，器体北部

で泥質片器と蛇紋岩の互層が見られる（図版4）．こ

の々二層は，厚さ1～2mの泥質片岩3枚と厚さ0．5m

の緑泥石角閃岩，厚さ1．5mの蛇紋岩からなり，上下

を泥質片岩層に挟まれた緑泥石角閃岩及び蛇紋岩は，

境界部のみならず，全体的に強く勇断されている．

皿．岩　石　記　載

1）泥質片岩

泥質片岩は，曹長石，石英，白雲母，緑泥石に富

み，多くの場合，ざくろ石，炭質物，鉄鉱を含む（第

2表）．白雲母と緑泥石の定向配列による片理は顕著

で，ちりめんじわ線構造が発達している．

　曹長石は，長径0．4～2．0㎜の斑状変晶を形成し，そ

の多くは，曹長石，白雲母，炭質物，緑れん石，鉄

鉱，スフェンなどの細粒の結晶を包有する．形は，円

形，楕円形，レンズ状，方形などさまざまである．曹

長石斑状変晶は，調査地域北部の泥質片岩の方が，南

部のものに比べて大きい傾向がある．

　緑泥石は，緑色～淡緑色の多色性を示し，多くのも

のは，青灰色の異常干渉色を呈し，伸長の符号は正で

ある．しかし，調査地域の北部御茶屋御殿山北方

（Loc527，528二第3図）の中には，褐色の異常干渉色

を示し，伸長が負の緑泥石が伸長が正のものとともに

見られるものがある．また，伸長が正と負のものが，

同一結晶内に見られることがある．

　酸化緑泥石は，赤褐色から淡褐色の多色性を示し，

干渉色も黒雲母と似ている．鏡下での黒雲母との区分

は，次の2つの点に留意した．調査地域の泥質片岩中

の黒雲母は，濃い赤褐色のZ軸色を示すが，酸化緑泥

石は，これに較べてやや赤味の少ない（黄褐色に近

い）軸色を示す．また，X方向の軸色については黒雲

母がほぼ無色透明あるのに対し，酸化緑泥石は淡黄色

である．

　ざくろ石は，調査地域の北部の泥質片岩のほうが南

部のものに比べてより多く含む傾向がある．また，北

部の泥質片岩中のざくろ石の方が南部のものに比べて

自形性が高い．

　黒雲母は，赤褐色から淡褐色の顕著な多色性を示す

が，本地域においては，飯盛向斜軸の北翼の御茶屋御

殿山北方のLoc527の泥質片岩に含まれるのみである

（第3図）．

2）塩基性片岩

　塩基性片岩は，主に曹長石，石英，緑れん石からな
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第3図　泥質片岩及び塩基性片岩のサンプル採集地点

1．黒雲母を含む泥質片岩；2．ざくろ石を含む泥質片岩

3．ざくろ石を欠く泥質片岩；4．塩基性片岩

第2表　龍門層の泥質片岩鉱物組合わせ（サンプル採集位置は第3図参照）

サンプル、略 緑泥石 ざくろ石 黒雲母 曹長石 石　英 白雲母 緑れん石 角閃石 電気石 石　墨 燐灰石 鉄　鉱 スフェン そ　の　他

001
●？ ● ● ● ● ● ● ● ●

040 ●＋ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ルチル

055 ●＋ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

075 ●牛 ● ● ● ● ● ● ● ●

112
●？ ● ● ● ● ● ● ● ●

137
●？ ● ● ● ● ●

192
●？ ● ● ● ● ● ● ● ● ルチル

201
●？ ● ● ● ● ● ● ● ●

202 ●＋ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

212 ●→ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

262 ●ヰ ● ● ● ● ● ● ● ●

271
●？ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

297
●？ ● ● ● ● ● ● ●

301
●？ ● ● ● ● ● ● ●

308
●？ ● ● ● ● ● ● ●

357 ●＋ ● ● ● ● ● ● ●

378
●＋ ● ● ● ● ● ● ● 褐れん石

402 ●＋ ● ● ● ● ● ●

405 ●＋ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

419 ●＋ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

475 ●＋ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

478
●？ ● ● ● ● ● ● ●

481 ●＋ ● ● ● ● ● ● ● ●

500 ●守 ● ● ● ● ● ● ●

506 ●＋ ● ● ● ● ● ● ● ●

527 ●± ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

528 ●士 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

539 ●＋ ● ● ● ● ● ● ● ●

＋：伸長の方向が正のもの，一二伸長の方向が負のもの，±：正負が共存うするもの，？：伸長の方向が不明のもの
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第3表　飯盛層の塩基性片岩鉱物組合わせ（サンプル採集位置は第3図参照）

サンプル酪． 曹長石 石　英 Ca角閃石 Na角閃石 緑泥石 縁れん石 白雲母 スフェン 鉄　鉱 その他の鉱物

017 ● ● ● ●士 ● ●

067 ● ● ● ●＋ ● ● ●

072 ● ● ● ●？ ● ● ● ルチル

078 ● ● ●？ ● ●

079 ● ● ● ●＋ ● ●

083 ● ● ● ● ●土 ● ●

084 ● ● ● ● ●』 ● ● ● 炭酸塩鉱物，燐灰石

090 ● ● ● ●土 ● ●

091 ● ● ● ● ●一 ● ● ● ●

093 ● ● ● ● ●一 ● ●

097 ● ● ● ●一 ● ● ● ● 炭酸塩鉱物

117 ● ● ● ●＋ ● ● ●

119 ● ● ● ●± ● ● ●

264 ● ● ● ●一 ● ● ● ●

＋：伸長の方向が正のもの，一：伸長の方向が負のもの，±：正負が共存するもの，？：伸長の方向が不明のもの
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第4図　蛇紋岩・角閃岩類及び単斜輝岩のサンプル採集地点

1．蛇紋岩；2．電気石白雲母蛇紋岩；3．緑泥石角閃岩

4．縁れん石角閃岩；5．単斜輝岩

り，その他に，Ca角閃石，緑泥石，鉄鉱を含む（第3

表）．とぎには，アルカリ角閃石を含むことがある．ま

た，曹長石の富む部分と緑泥石，緑れん石，角閃石な

どの有色鉱物の富む部分とが縞状組織を形成すること

がある．主に緑泥石が，走向配列して片理面を形成し

ている．また，片理面上に角閃石，緑れん石類など

が，配列して線構造を形成する．曹長石の斑状変晶

は，長径0．5～2．Omm円形～楕円形で，Ca角閃石，緑れ

ん石，鉄鉱などの微細な結晶を包有し，それらの包有

鉱物は，多くの場合ある一定の方向に配列して片理を

形成する．曹長石斑状変晶内の片理は，基質の片理の

方向にほぼ一致する．Ca角閃石は，X＝黄緑色，Z＝

緑色の多色性を示し，針状～柱状の結晶が多い．アル

カリ角閃石は，X＝紫色，Z＝・青色の比較的顕著な多

色性を示し，長径0．03～0．05㎜の針状～柱状の結晶

で，結晶の周囲には緑色のCa角閃石に取り囲まれて
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いることが多い．

　緑泥石は，緑色～淡緑色の弱い多色性を呈し，青灰

色の異常干渉色を示し，伸長が正のものと，褐色の異

常干渉色を示し，伸長が負のもののいずれか，または

両方を含む．

3）珪質片岩

　珪質片岩は，石英，曹長石，白雲母に富み，緑れん

石，紅れん石，ざくろ石，角閃石などを含む．白雲母

や緑れん石，紅れん石，角閃石は，一定の方向に配列

し，片理面と線構造を形成している．

4）蛇紋岩

　蛇紋岩はほとんど蛇紋石からなり，他に鉄鉱，ス

フェン，滑石，炭酸塩鉱物を含むことがある（第4

表）．蛇紋岩の源岩については，ほとんどはダナイト

であるが，岩体AのLoc233，516では単斜輝石の残留

結晶が見られる．これらの単斜輝石の残留結晶は，径

0．1～0．5mm，円形～方形で，その粒界は融食により

複雑な形状をとる．また，後述するLoc．295，296の残

留単斜輝石を取り囲んで成長している斑状変晶のよう

に蛇紋石や鉄鉱を包有しない．

　かんらん石を比較的多く含む蛇紋岩は，岩体Aの北

西部（Loc196，410，418）でみられ暗褐色を呈し，鏡

下では，かんらん石，蛇紋石，鉄鉱からなる．かんら

ん石は，径0．05～0．2㎜の粒状の結晶が集合しており，

蛇紋石や鉄鉱などの蛇紋岩の造岩鉱物を包有する（図

版．1）．

　単斜輝石を多く含む蛇紋岩（Loc295，296）は，岩体

Fで見られ，全体的に暗緑色～暗灰色を呈し，径

0．5～2．0㎜の円形～方形の粗粒な単斜輝石の結晶が肉

眼でも観察できる．構成鉱物として単斜輝石，蛇紋

石，鉄鉱などの鉱物が，鏡下で観察される．この単斜

輝石の斑状変晶は，組織により核部と縁部に区分でき

第4表　龍門層中の蛇紋岩の鉱物組合わせ（サンプル採集位置は第4図参照）

サンプル焔 蛇紋石 かんらん石 単斜輝石 角閃石 滑　石 炭酸塩鉱物 鉄　鉱 スフェン その他の鉱物 岩体

013 ● ● A
014 ● ● A
026 ● ● ● ● A
043 ● ● ● A
048 ● ● A
049 ● ● A
050 ● ● ● ● A
194 ● ● ● A
196 ● ● ● A
199 ● ● A
205 ● ● A
231 ● ● 黒雲母 A
233 ● ○ ● A
275 ● ● ● A
410 ● ● A
418 ● ● A
460 ● ● ジルコン A
515 ● ● A
151 ● ● B
155 ● ● B
430 ● ● B
482 ● ● B
483 ● ● ● B
494 ● ● B
516 ● O ● B
496 ● ● C
538 ● ● ● ● D
294 ● ● 斜ゆうれん石 E
295 ● ○ ● F
296 ● ○ ● 黒雲母 F
304 ● ● ● F
507 ● ● ● F
002 ● ● G
003 ● ● G
006 ● ● ● G
524 ● ● ● ● G
361 ● ● H
452 ● ● ● 1

○：残留鉱物
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第5表　角閃岩の鉱物組合わせ（サンプル採集位置は第4図参照）

サンプル焔 角閃石 斜長石 緑泥石 縁れん石 ゆうれん石 鉄　鉱 スフェン その他の鉱物

041 ● ●『 ● 単斜輝石

052A ●B ●？ ● ● ● 石英

052B ●B ● ●一 ● ● ● 石英

140 ● ● ●土 ●

210 ● ● ●± ● 黒雲母，石墨

292 ● ● ● ● ● 黒雲母

374 ● ●』 ● ● ●

401 ● ● ●士 ● ● 石英

423 ● ● ●一一
● ●

522 ● ● ●一 ● ●

⊥●仙巨　七白’工　」　　　　紬十 伸長の方向が正のもの，一 二伸長の方向が負のもの，± ：正負が共存するもの，？二伸長の方向が不明のもの，●B：褐色の角閃石も含むもの

る．縁部では，微細な粉末状の鉄鉱を多量に含むた

め，汚れたように見え，しばしば，蛇紋石や鉄鉱のよ

うな蛇紋岩の造岩鉱物を包有するが，核部では，微細

な鉄鉱を含まない．核部と緑部との境界は，円形や方

形を示す．核部は蛇紋石化以前の残留結晶であると考

えられる．

5）単斜輝岩

　単斜輝岩（Loc　O12）は，岩体Aの南東部に見られ

（第4図），塊状を呈する．

　単斜輝石，斜ゆうれん石，角閃石，緑泥石，スフェ

ンからなる．これらの鉱物はすべて径0．05～0．1㎜，

他形等粒状である．

　単斜輝石は，ラメラ状双晶がみられることがある．

角閃石は，緑色から淡緑色の比較的弱い多色性を示
す．

6）角閃岩

　角閃岩は，蛇紋岩体内にしばしばみられるが，蛇紋

岩との関係は不明である．

　角閃岩には，緑れん石角閃岩（Loc　O52A，052B，

210，292，401）と緑泥石角閃岩（Loc　O41，140，374，

423，522）とがある．
緑れん石角閃岩は，繭閃轟れん石，ゆうれん

石，緑泥石などからなり（第5表），岩体Aや岩体Fな

ど比較的大ぎな蛇紋岩体中に多く見られる（第4図）．
緑泥石角閃岩は，C、角閃癬緑泥石などからなり，レ

ンズ状の小岩体中などが泥質片岩と接している部分で

見られることが多い．

　緑れん石角閃岩のうち，岩体Aの南東部のもの（L－

oc　O52A，052B）には，X・＝淡褐色，Z＝褐色の多色性

を呈するホルンブレンドと緑色から淡緑色の多色性を

呈する角閃石の二種類の角閃石が見られ，その場合，

褐色ホルンブレンドの結晶の周囲に緑色角閃石が成長

しているのが観察される（図版．3）

義一言
口F 論

1）和歌山市東方地域の三波川変成帯の変成作用

　紀伊半島西部の三波川変成帯において，神山ほか

（1964）は，飯盛緑色片岩層群上部と竜門互層群全部

が黒雲母帯に属し，泥質片岩には，ほぼ普遍的に黒雲

母が見られるとしている．しかし，今回の研究では，

飯盛向斜軸の北側，御茶屋御殿山北方，（Loc527）に

のみ黒雲母が認められた（第3図）．

　本地域では，大部分の泥質片岩中にざくろ石が認め

られる．四国中央部での変成分帯（東野，1975）で

は，ざくろ石帯に属するといえる．

　一方，泥質片岩中に黒雲母が認められた飯盛向斜軸

の北側，御茶屋御殿山北方地域の泥質片岩は，曹長石

やざくろ石の斑状変晶が大きく，かつ多いことも考え

あわせ，調査地域内では，この付近の変成度が最も高

いといえる．

　したがって，本地域の三波川変成帯の変成作用は，

大部分がざくろ石帯に属するが，南から北へと変成度

は上昇し，北部地域の一部では，黒雲母帯に属してい

ると考えられる．この結論は，神山ほか（1964）と異

なる．これは，神山ほか（1964）が，この地域に広く

出現する酸化緑泥石を黒雲母と見誤ったことによる可

能性がある．

2）和歌山市東方の三波川帯中の蛇紋岩体の成因にっ

　いて

　点紋帯の蛇紋岩体については，秋元（1966）は，蛇

紋岩は層状に分布するとし，ほぼ西北西一東南東の方

向に軸をもつ褶曲構造により一枚の層状の蛇紋岩体が

繰り返して露出していると解釈した．このため秋元

（1966）の地質図によると大小様々な岩体は皆一様に

西北西一東南東方向に長く伸びており、さらにそれら

の岩体と泥質片岩との間に褶曲による複雑に入り組ん

だ境界がみられる．しかし，本研究では，岩体Aと
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B，岩体EとFのように褶曲によって繰り返している

考えられるものもあるが，岩体Gのように明らかに独

立して存在しているものもあり，すべての岩体が一枚

の層状岩体からなるとは，考えられない．また，これ

らの岩体は，褶曲による複雑な境界は認められず，比

較的なめらかな外形をもっており，秋元（1966）の地

質図とは異なる．

　この地域の岩体A及び岩体Eのかんらん石蛇紋岩や

単斜輝石蛇紋岩は，かんらん石や単斜輝石が蛇紋石や

鉄鉱を包有することから，これらの岩石は，椚座

（1984）のS一タイプ超苦鉄質岩類に分類される．した

がって，これらの岩体は，三波川累進変成作用を受け

る前に蛇紋岩化し，その後の三波川変成作用によって、

蛇紋石からかんらん石や単斜輝石が再結晶したという

熱史を持つと考えられる．

　また，三波川変成作用以前の蛇紋岩化については，

次の可能性が考えられる．

①蛇紋岩が，オリストリスとして三波川変成岩の原岩

　の堆積物中に持ち込まれた．

②この超苦鉄質岩体は，堆積性蛇紋岩である．

③超苦鉄質岩が，三波川変成帯の比較的浅所に貫入

　し，蛇紋岩化した後三波川変成作用を受けた．

しかし，今回の研究では，このいずれの形成史を経た

のかは，明らかにできなかった。

　最後に，本地域の超苦鉄質岩に伴われる緑れん石角

閃岩には褐色ホルンブレンドを含むものがある．この

ような褐色ホルンブレンドは，四国の三波川変成帯の

点紋帯では報告されていない．この緑れん石角閃岩を

含む岩体は，三波川変成作用を受ける以前に比較的低

圧高温の変成作用を受けて褐色角閃石が形成されたと

考えられ，三波川変成帯中の超苦鉄質岩類の成因と変

成史を考えるうえで重要である．
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図　版　説　明

1．かんらん石蛇紋岩（サンプル196）（クロスニコル）

かんらん石中に磁鉄鉱（蛇紋岩の造岩鉱物）が包有されている．

M；磁鉄鉱O；かんらん石S；蛇紋石
2．単斜輝石蛇紋岩（サンプル296）（クロスニコル）

単斜輝石の結晶中に仮像（現在は単斜輝石）が見られる．

　C；単斜輝石　P；仮像　M；磁鉄鉱　S；蛇紋石

3．縁れん石角閃岩（サンプル052A）（オープンニコル）

　B；褐色ホルンブレンド　G；緑色角閃石

4．岩体Gに見られる蛇紋岩と泥質片岩の互層

　A；緑泥石角閃岩　P；泥質片岩　S；蛇紋岩
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